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と思っています。NPO法人 D× Pはですね，今現在，社員は 4人で，その他にボランティ
アスタッフとインターンスタッフも含めては 11 名で今は仕事をしています。今年で 3年


























































































































































































































































































D × P プログラム「クレッシェンド」
それでですね，今はクレッシェンドというプログラムを通信制高校で提供しています。






























































































































































































































































































































司会：今井さんの活動されている D× Pは，2013 年にはビジネスプランコンペで受賞さ





















































































































































































































































































22 歳で就職して，僕らの世代はたぶん 75 ぐらいまで働くと思うんですけど，わかんない
ですけど，そうしたら 50 年ですよね，50 年間つまんない給料のために働くのですかとい
う話なんですよ。給料のためにですよ。だからその部分で面白さっていうのはたぶんいろ
んなところに見つけられると思うんですね。それをなんか今のうちに見つけていてもいい
んじゃないかなと思うので飛び込んでみるのはありかなと思います。
司会：はい，ありがとうございました。
取り扱えなかったご質問もあります。また，いろいろなケースの質問を受けていただけ
たので，それに対してもまだまだ触発されてお伺いしたいということもあろうかと思いま
す。それでも，すでに予定時間を超過したこともありますので，質疑応答はここで終わら
せていただきたいと思います。
今井　紀明
50
先ほどの講演の中にもございましたが，今井さんの受け答えされる姿勢にも「否定をし
ない」というところが見受けられましたね。
今井：ここってちなみにまだ開いてるんですか？ここの会場って開いてるんですかね？
司会：講演会終了後ということですか？
今井：あと 10 分くらいここに残るのでもし質問があったら。
司会：なるほど。会場を閉めるまでの間，個別にも質問を受けてくださるということです
ね。承知しました。あと，もう一つこちらのご案内をされるのではなかったですか？
今井：そうですね，連絡先を書きましたので，何か困ったというか相談したいとか，質問
したいということがあったら連絡いただけたらと思います。
Twitterよりも，たぶん質問するんだったら Facebookの方がいいかなと思うんで，
Facebookだったらメッセージをください。そうじゃないとたぶんわかんないと思うんで。
メールだったらこのアドレスでやっていただけたらなというふうには思います。はい。
よろしくお願いします。
司会：そうしましたら，これをもちまして，質疑応答は終了させていただきたいと思いま
す。お時間が許す限りということになりますけれど，あと 10 分ぐらいまででしたら，こ
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ちらで質問を受けていただけるそうですので，もし何かありましたら直接今井さんにお声
掛けください。
今井さん，ありがとうございました。
（拍手）
最後に閉会のご挨拶をいただきたいと思います。濱田先生よろしくお願いいたします。
濱田：今日は限られた時間ではございましたけれども，非常に有意義な時間を過ごさせて
頂きましたことに感謝いたします。今井先生には本当に忙しい中，ご講演頂きましてあり
がとうございました。また，本学の講演会に学外の方々もお越し頂きましたことに感謝申
し上げます。今日の今井先生の色々な実体験あるいは NPOとしての活動をお伺いして私
自身が強く感じましたことは，「生活する」ということと「生きる」ということは表面的
には似ていますが，実は全く違っているということでした。学生の皆さんも今日のお話し
から沢山のことを学んだことと思いますので，是非，自分の中で消化していただいて，こ
れからの学生時代に活かし，自分の人生をどう生きるかを考えてほしいと思います。
今日はどうもありがとうございました。
（拍手）
